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論

文

)q

日

清

戦

争

と

威

海

衛

降

服

艮

,

大

山

梓

陶舗鍼

序

瀞清

通
説
に
よ
る
と
、
光
緒

二
十

一
年

一
月
十
八
日

(明
治
二
十
八
年

二
月
十
二
日
)、
北
洋
水
師
提
督
丁
汝
昌
は
、
軍
使
広
丙
艦
長
程
壁
光
を
、

日

伊
東
祐
亨
聯
合
艦
隊
司
令
長
官

の
許

へ
送
り
、
丁
汝
昌
提
督
の
請
降
書
を
伝
達
さ
せ
た
が
、
そ
の
翌
日
、
丁
汝
昌
よ
り
伊
東
司
令
長
官
宛
の
書

翰
を
記
し
、
ま
た
李
鴻
章

へ
の
電
信
文
を
遺
し
、
後
事
を
北
洋
海
軍
の
英
国
水
師
提
督

へ
託
し
、
毒
を
仰

い
で
自
殺
し
て
し
ま

っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

王
芸
生
.
『六
十
年
来
中
國
與
日
本
』
(第

二
巻
)
で
は
、
北
洋
水
師
提
督
丁
汝
昌
は
、

軍
使
派
遣
の
前
、

既
に
自
殺

し
て
し
ま

っ
た
が
、
そ

の
喪

を
秘
し
て
軍
使
を
、
砲
艦
で
送

っ
て
、
降
服
手
続
を
進
め
た
と
云
う
。
か
よ
う
に
死
後
に
、
交
渉
を
進
め
た
の
か
も
し
れ
な
か

っ
た
。
本

稿
は
、
陸
海
軍
の
戦
史
等
長
基
き
、
威
海
衛
降
服
の
史
実
を
再
検
討
す
る
に
あ
り
、
必
ず
し
も
通
説
に
従
わ
な
い
。

1

、



一

降
服
軍
使
の
派
遣

2

黄
海
海
戦
で
敗
れ
た
清
国
北
洋
海
軍
の
全
艦
艇
は
、
北
洋
水
師
提
督
丁
汝
昌
の
指
揮
の
下
で
、
威
海
衛
に
潜
ん
だ
。
丁
汝
昌
は
、
日
本
陸
軍

の
旅
順
攻
撃
の
際
は
、
艦
隊
の
全
力
を
挙
げ
、
同
地
を
守
備
す
る
北
洋
陸
軍
を
援
け
ん
と
し
た
が
、
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
李
鴻
章
は
、
海
軍

の
応
援

を
許
さ
な
か

っ
た
と
云
う
。
威
海
衛
の
湾
の
東
西
両
口

へ
は
防
材
を
沈
め
、
ま
た
港
内
に
は
水
雷
を
沈
置
し
、
大
陸
及
び
劉
公
島
の
各

所
の
砲
台
や
各
地
の
兵
営

へ
陸
軍

の
兵
勇
を
派
し
、
最
後
の
根
拠
地
威
海
衛
を
防
守
せ
ん
と
し
て
い
た
。
(
1
)

服降

明
治

二
十
八
年

一
月

二
十
日
、
日
本
の
第
二
軍
の
陸
軍
部
隊
が
、
軍
艦
八
重
山
、
愛
宕
、
摩
耶
に
掩
護
さ
れ
、
栄
城
湾

へ
上
陸
を
開
始
し
、

衛薦

陸
海
軍
共
同
で
、
威
海
衛
を
攻
略
し
、
同
港

へ
潜
伏
し
て
い
た
北
洋
甕

の
撃
滅
を
計
る
.」
乏
に
な

・
た
。
同
日
附
大
山
巌
第
二
軍
司
令
官
、

と争

伊
東
祐
亨
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
が
連
署
し
、
北
洋
海
軍
提
督
丁
汝
昌
宛

の
勧
降
書
を
、
中
立
国
軍
艦
を
通
じ
、
同
月
二
十
四
日
発
送
し
た
が
、

戦清

何
等
の
反
響
も
な
か

っ
た
。
(
2
)

日

日
本
陸
海
軍
の
総
攻
撃
の
前
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
、
登
州
府
海
面
を
巡
航
の
帰
途
、
軍
艦
鎮
遠
は
、
西

口
の
水
雷
を
避
け
ん
と

し
、
誤

っ
て
暗
礁
に
触
れ
、
艦
底
を
傷
け
た
。
旅
順
の
軍
港
を
喪
失
し
て
、
修
理
の
方
法
が
な
く
、
林
泰
曽
艦
長
は
責
任
を
感
じ
、
自
殺
し
て

し
ま

っ
た
。
ま
た
港
内
の
防
禦
計
画
に
際
し
、
丁
汝
昌
は
、
陸
軍
将
兵
の
能
力
を
信
ぜ
ず
、
砲
台
の
兵
勇
を
、
海
兵
と
の
交
替
を
求
め
た
が
、

総
統
道
台
戴
宗
蕎
が
、
頑
と
し
て
こ
れ
に
応
じ
な
か

っ
た
と
云
う
。
(
3
)

一
月
三
十
日
、
第

ご
軍

が
、
進
ん
で
威
海
衛
東
口
諸
砲
台
を
攻
撃
し
、

一
部
隊
が
、
敗
兵
を
追
撃
し
、
楊
海
溝
の
海
岸
に
進
軍
し
た
。
丁
汝

)2

昌
提
督

は
、
数
隻
の
砲
艦
に
日
章
旗
を
掲
げ
さ
せ
、
三
隻

の
水
雷
艇
と
共
に
、
日
本
陸
軍
を
砲
撃
さ
せ
た
。
東
口
砲
台
守
備
の
分
統
提
督
劉
超

(



楓
は
、
身
を
も

っ
て
劉
公
島

へ
逃
れ
、
守
兵
は
概
ね
潰
散
す
る
に
い
た

っ
た
。
丁
汝
昌
は
、
西
口
砲
台
も
必
ら
ず
攻
略
さ
れ
、
敵
軍
に
利
用
さ

)ヨ

れ
る
危
険
が
あ
り
、
総
統
道
台

へ
協
議
し
た
が
、
流
石
の
陸
軍
側
で
も
、
東
口
砲
台
の
失
敗
の
実
例
も
あ

っ
て
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
こ
と
を
承

(

諾
し
た
。

一
月
三
十

一
日
夜
間
、
破
壊
を
準
備
し
た
が
、
二
月

一
日
、
三
十
名
の
水
兵
を
も

っ
て
、
作
業
を
実
施
せ
ん
と
し
た
の
に
、
装
置
の

電
縫
は
、
断
絶
さ
れ
、
守
備
の
兵
勇
は
逃
亡
し
て
い
た
。
か
く
て
綿
火
薬
を
装
し
、
西
口
の
各
砲
台
の
大
砲
を
傷
け
、
機
械
要
具
を
撤
し
、
火

薬
庫

を
爆
発
し
て
、
日
本
軍
の
使
用
さ
せ
な
い
様
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
東

口
砲
台
は
、
嘗

っ
て
陸
軍
側

の
反
対

で
破
壊
で
き
ず
、

日
本
軍

の
利
用
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
(
4
)

　陶

一
月
三
十
日
以
来
、
北
洋
海
軍
の
艦
艇
、
劉
公
島
砲
台
、
日
島
砲
台
が
相
侯

っ
て
、
防
戦
に
従
事
し
、
東

口
の
占
領

砲
台
を
砲
撃
し
、
ま
た

衛繭

海
岸

方
面

へ
進
出
し
た
日
本
陸
軍
を
軽

し
た
。

靴

二
月
三
日
の
ご
と
き
、
軍
艦
十
二
隻
が
、
占
領
砲
台

へ
迫
り
、

一
挙
に
砲
台
を
破
壊
せ
ん
と
す
る
こ
と
ぐ
、
猛
烈
な
射
撃
を
集
注
す
る
に

い

戦清

た

っ
た
程
で
あ

っ
た
。
陸
軍
の
兵
勇
が
、
多
く
戦
意
に
乏
し
い
の
に
反
し
、
海
軍
の
水
兵
は
、
提
督
の
下
で
、
勇
敢
に
防
衛
に
努
め
た
と
云
わ

日

れ
て

い
る
。

戚
海
衛
附
近
の
各
地
を
、
総
て
日
本
陸
軍
が
占
領
し
、
残
す
所
僅
か
に
劉
公
島
、
日
島
が
あ

っ
た
に
す
ぎ
ず
、
港
外

に
は
優
勢
な
日
本
艦
隊

の
監
視
が
あ

っ
た
。
北
洋
海
軍
は
、
重
囲
の
中
に
屈
せ
ず
、
防
戦
に
努
め
た
。
二
月
四
日
、
日
島
砲
台

の
守
兵
か
ら
、
昨
夕
、
日
本
水
雷
艇
が

防
材

の

一
部
を
切
断
し
た
疑
が
あ
る
と
報
じ
、
丁
汝
昌
は
、
艦
艇
の
襲
撃
の
警
戒
を
命
じ
て
い
た
。
二
月
五
日
午
前
三
時
三
十
分
、
丁
汝
昌
提

督
が
、
旗
艦
定
遠
で
会
議
中
、
艦
艇
の
襲
撃
を
報
じ
、
各
艦

が
発
砲
を
開
始
し
、
水
雷
艇
隊
の
襲
撃
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
隻
は
、
約

三
百
米
に
接
近
し
、
左
方

へ
回
転
す
る
際
、
走
還
の

一
弾
が
命
中
し
た
ら
し
く
、
ま
た
定
遠

へ
は
、
艦
底

へ
魚
雷
が
命

中
し
、
浸
水
し
た
の
で

3



劉
公
島
沿
岸
の
浅
洲
に
自
か
ら
欄
坐
す
る
に
い
た

っ
た
。
定
連
は
、
航
行
不
能
と
な

っ
た
が
、
自
艦
の
備
砲
を
利
用
し
、
専
ら
東

口
の
防
禦
に

4

従
う

こ
と
に
な

っ
た
。

二
月
六
日
午
前
四
時
、
日
本
の
水
雷
艇
隊
の
攻
撃
の
た
め
、
来
遠
、
威
遠
、
水
雷
敷
設
用
汽
船
宝
筏
に
大
損
害
が
あ

っ

た
。

(5
)

二
月
六
日
、
丁
汝
昌
提
督
が
、
将
棋
を
鎮
遠
に
移
し
、
艦
内
梢
不
穏
の
半
没
の
定
遠
の
乗
員
の
多
く
を
、
陸
上

へ
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ

た
。既

に
日
本
艦
隊
は
、
占
領
砲
台
と
協
力
し
、

い
ま
だ
保
持
し
て
い
た
劉
公
島
砲
台
、
日
高
砲
台
を
攻
撃
し
、
二
月
七

日
の
こ
と
き
、
日
島
砲

ロ陶

台

の
火
薬
庫
に
被
弾
が
あ
り
、
爆
発
す
る
に
い
た

っ
た
。
同
日
、
水
雷
艇
十
隻
が
、
西
口
か
ら
脱
出
を
計

っ
た
が
、
忽

ち
日
本
艦
隊
の
追
撃

の

衛繭

た
め
、
逃
走

で
き
ず
、
概
ね
陸
岸
に
掴
坐
し
た
。
(
6
)

靴

港

内
の
病
院
に
は
、
北
洋
海
軍
の
負
傷
者
が
、
次
第
に
増
加
し
、
陸
海
軍
人
の
意
気
が
益
々
沮
喪
し
、
戦
意
を
失

っ
た
。
軍
人
等
は
、
往
々

戦清

に
し

て
他
の
人
達
を
煽
動
し
た
。

軍
艦
乗
組
の
御
傭
外
国
人
も
、

水
兵
等
が
漸
く
命
令
に
服
し
な
い
た
め
、

劉
公
島

へ
上
陸
し
、

会
議
を
開

日

き
、
士
気

の
沮
喪
を
、
速
や
か
に
恢
復
を
計
る
必
要
が
あ
る
と
決
議
し
、
丁
汝
昌

へ
報
告
し
た
。
丁
汝
昌
か
ら
、
将
兵

へ
、
援
兵
が
将
に
至
着

せ
ん
と
す
る
旨
を
告
げ
、
固
守
し
て
こ
九
を
待
て
と
伝
え
た
の
で
、
梢
鎮
静
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
(
7
)

二
月
九
日
に
い
た
り
、
靖
遠
が
日
本
軍
に
撃
沈
さ
れ
る
と
、
人
心
は
、
再
び
動
揺
し
、
定
鎮
は
中
央
部
に
綿
花
薬
を
表
し
、
艦
を
破
壊
す
る

に
い
た

っ
た
。
北
洋
陸
海
軍
の
志
気
の
沮
喪
は
、
兵
勇
も
動
揺
し
、
二
月
十
日
、
護
軍
統
領
張
文
宣
に
迫
り
、
張
か
ら
丁
汝
昌

へ
降
服
を
求
め

た
程

で
、
旗
艦
の
水
兵
も
、
相
集

っ
て
、
提
督

へ
降
服
を
迫

っ
た
。
威
海
衛
水
陸
営
務
所
道
台
牛
殺
晒
、

春
燈
艦
長

が
、

も
は
や
衆
心
離
反

)4

・し
、
復

た
用

い
る
能

は
ず

と

訴

え

る

に

い
た

っ
た

が
、

丁

汝

昌

は

、

い
ま

だ

諦

め
な

か

っ
た

。

(



●

丁
汝

昌
提
督
は
、
艦
長
等
に
対
し
、
慨
然
と
し
て
、
諸
子
の
部
下
が
、
余
を
殺
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
速
や
か
に
殺
せ
、
吾
れ

一
身
を
吝
む
も
の

)　

な
ら
ん
や
と
述
べ
た
。
そ
し
て
御
傭
独
国
人
に
命
じ
、
水
丘
ハを
諭
さ
せ
ん
と
し
、
軍
人
と
し
て
の
心
得
を
説
か
し
た
。
水
兵
総
代
は
、
も
は
や

(

最
後
が
き
た
と
し
、
前
か
ら
は
水
雷
艇
が
襲
撃
し
、
後
か
ら
は
占
領
砲
台
を
利
用
す
る
砲
火
が
益
々
猛
烈
で
、

軍
艦
の
沈

没

が

相
継
ぐ
と
云

い
、
他

の
水
兵
も
喧
曝
し
て
止
ま
ず
、
御
傭
独
国
人
も
、

い
か
ん
と
も
す

べ
か
ら
ず
と
復
命
し
た
。
(
8
)

二
月
十

一
日
、
丁
汝
昌
は
、
日
本
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
ま
た
李
乗
衡
よ
り
の
密
書
に
よ

っ
て
、
援
軍
の
到
着
の
希
望
を
失

っ
た
。
そ
こ
で
、

丁
汝
昌

は
、
残
存
艦
隊
を
も

っ
て
、
港
外

へ
突
出
し
、
最
後
の

一
戦
を
決
意
し
、
諸
将
領
と
協
議
七
た
が
、
賛
成
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
水
兵

を幽

も
抗
戦

を
承
知
せ
ず
、
白
刃
を
携

へ
降
服
を
強
要
す
る
に
い
た

っ
た
。
か
ぐ
て
丁
汝
昌
は
、
李
鴻
章
宛
、
艦
沈
み
、
人
尽
き
、
後
已
ま
ん
と
決

衛繭

心
し
た
が
、
衆
心
潰
乱

い
ま
や
い
か
ん
と
も
す
る
能
は
ず
と
の
電
報
を
起
草
し
、
毒
を
仰

い
で
自
殺
し
て
し
ま

.
た
。
護
軍
営
記
名
総
兵
張
文

靴

直
も
、

二
月
十
二
日
暁
、
次

い
で
自
殺
し
て
し
ま

っ
た
。
か
く
て
牛
艇
晒
は
、
諸
将
領
、
御
傭
外
国
人
と
会
議

の
上
、
既

に
死
亡
し
た
丁
汝
昌

戦清

提
督

の
名
義
を
も

っ
て
、
請
降
書
を
起
草
さ
せ
、
漢
文
の
文
書
に
、
牛
追
台
が
、
海
軍
提
督
の
官
印
を
捺
し
、
丁
汝
昌
の
喪
を
秘
し
、

二
月
十

日

二
日
朝
、
程
艦
長
を
軍
使
に
任
じ
、
砲
艦
鎮
北
に
塔
じ
、
白
旗
を
掲
げ
、
聯
合
艦
隊
旗
艦
に
向
わ
せ
、
威
海
衛
陸
海
軍
の
降
服
を
請
わ
せ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
(
9
)

二
月
十

二
日
午
前
八
時
、
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
伊
東
祐
亨
海
軍
中
将
は
、
清
国
砲
艦
が
橋
上

へ
白
旗
を
掲
げ
、
威
海
衛
を
出
る
の
を
認
め
、

あ
る
い
は
降
服
す
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

っ
た
が
、
警
戒
の
た
め
水
雷
艇
隊
を
、
旗
艦
松
島
の
附
近

へ
集
合
さ
せ
た
と
云
う
。
こ
の
清
国
砲
艦

は
、
鎮
北
で
あ

っ
て
、
参
謀
島
村
海
軍
少
佐
を
同
艦

へ
派
し
た
と
こ
ろ
、
北
洋
海
軍
提
督
丁
汝
昌
の
請
隆
替
を
持
参
し
た
軍
使
程
壁
光
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
軍
使
程
艦
長
は
、
外
国

へ
留
学
し
、
英
語
が
堪
能
で
あ

っ
だ
。
(
10
)

.

5



軍
使

が
持
参
し
た
北
洋
陸
海
軍
の
請
隆
替
は
、
原
書
は
漢
文
で
起
草
さ
れ
、
名
義
は

「軍
職
留
任
北
洋
海
軍
提
督
」
と
あ
り
、
官
印
を
押
印

6

し
た
公
文
書
で
あ

っ
た
。
文
書
中
、
伊
東
司
令
長
官
に
対
し
、
「佐
世
保
提
督
」
と
の
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
嘗
っ
て
北
洋
艦
隊
が

日
本
訪
問
の
際
、
伊
東
海
軍
中
将
が
、
佐
世
保
鎮
守
府
司
令
長
官
で
あ

っ
た
故
、
こ
と
さ
ら
旧
称
を
呼
ん
だ
も
の
か
、
あ

る
い
は
聯
合
艦
隊
司

令
長
官

へ
補
任
さ
れ
た
の
を
知
ら
ず
、
誤

っ
た
称
号
を
用

い
た
の
か
明
白
で
な
い
。
(
11
)

伊
東
司
令
長
官
は
、
こ
の
請
隆
替
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
大
山
第
二
軍
司
令
官
に
対
し
、
写
を
送
附
し
、
第
二
軍
の
意
見
を
照
会
す
る
に

い
た

っ
た
。
当
時
、
第

二
軍
司
令
部
で
は
、
陸
海
軍
人
の
解
放
、
英
国
水
師
提
督
を
保
証
人
に
す
る
件
に
反
対
で
、
参
謀
副
長
伊
知
地
幸
介
陸

　陶

軍
砲
兵
中
佐
、
法
律
顧
問
有
賀
長
雄
を
、
旗
艦
松
島

へ
派
遣
し
、
協
護
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
道
路
不
良
の
た
め
容
易
に
行
進
で
き
ず
、

衛繭

旗
艦

へ
の
到
着
時
間
が
、
清
国
軍
使
が
帰
還
後
と
な

.
て
し
ま

。
た
。

と瀞

(
・
)

港
内
在
泊

の
震

は
、
走

還
、
鎮
遠
、
来

遠
、
靖
遠
、
済
遠
、

平
遠
、
威
遠
、
広

丙
外

蓋

、

砲
艦

六
隻

、
水
雷
艇

大
型
五
隻

、
中
型

五
隻
、

小
型

清

四
隻

と
云
わ
れ
て

い
た
。

日

陸
軍

の
兵
勇

と
し
て
は
、
威
海
衛

及
び
劉

公
島

に
十
営
、
其
附
近

に
入
営

、
合
計

七
千
七

百
十

一
人
と
計
算

さ
れ
て

い
た
。

参

謀
本
部

編

『棚
・露

日
清
戦
史

』
第

六
巻

(
頁
三
七

及
び
頁

四
)

(
2
)

海
軍
軍
令

部
編

『
廿

七

・
八
年
海
戦
史

』
下
巻

(
頁

二
〇
六
一

二

一
一
)

参

謀
本
部

編

『
柳
瀬

鮒
日
清
戦
史

』
第

六
巻

(
附
録
九
十

二
)

海
軍
戦

史
に
よ
る
と
、

一
月

二
十

四
日
送
達
と
あ

っ
て
、
勧
降
書

の
目
附

を
鋏

い
で

い
る
が
、
陸
軍
戦
史
に
よ
る
と
、

一
月

二
十

日
と
あ
り
、
官
職

を
記
さ
ず

、
伯
爵

大
山
巌

、
伊
東

祐
亨

が
、
そ
れ
ぞ
れ
自

署
し
て

い
る
。
両
書
に
は
、
原

書
が
英
文
と
あ
る
が
、

こ
の
原
書

の
英
文
は
、
所
載
さ

れ
て

い
な

い
。

)

(
3
)

海
軍
軍
令
部
編

「
廿
七

・
八
年
海
戦

史
』
下
巻

(
頁

一
九
五
-

一
九

七
)

6(

(
4
)

海
軍
軍

令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史

』
下
巻

(
頁

一
九

八
-

一
九
九
)



総
督
道

台
戴
汝

昌
、
東

口
砲
台

の
分
統
提
督
劉
超

偲
は
、
劉

公
島

へ
逃

れ
、

二
月

一
日
夜
、
同
島

で
自
殺

し
た
。

)

(
5
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(頁

一
九
九
一

二
〇

一
)

7

二
月
六

日
の
攻
撃

に
際
し
、
来
遠

は
転
覆

し
、
威
遠
、
宝
筏

は
沈

没
す

る
に

い
た

っ
た
。

し
か
も
来

遠
艦
長

と
威

遠
艦
長

の
両
名

が
、
共
に
上
陸
し

(

て

い
て
、
乗
艦
し

て
居
ら
な

か

っ
た
と
云
う
。

(
6
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(
頁

二
〇

一
一

二
〇

二
)

(
7
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(
頁

二
〇

二
)

(
8
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(
頁

二
〇
三
i

二
〇
四
)

(
9
)

参

謀
本
部

編

『
柳

通

鮒
日
清
戦
史
』
第
六
巻

(
頁

一
=
二
五
一

二
三
六
)

艮

王
芸
生

『
六
十
年
來
中
国
與
日
本
』
第

二
巻

(
頁

一
九
五
-

一
九
六
)

カ購

参
謀
本
部
の
陸
騒

史
に
も

最
後
の
篠

決
戦
を
主
張
し
た
丁
汝
・日提
督
の
意
見
が
、
部
下
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
李
鴻
章
へ
の
婁

を

海

起
草

し
て
自

殺
し
て
し
ま

い
、
そ
の
喪
を
秘
し
、
丁
液
晶
名
義

の
請

降
書
を
起

草
し
、
軍
使

を
派
遣
し
た
と
云
う
。

繊

(
01
)

軍

使
程
壁
光
は
、
広
島
省

香
山
県
出
身
、
数
年
間
外
国

へ
留

学
し
た
海
軍

吉

で
あ

・
て
、
広
東

水
師
所
属
広
丙
号
の
艦

長
で
あ

・
た
が
、
艦
隊
検

争

閲
の
た
め
、

北
洋
海
軍

と
合

同
し
、

日
清
戦
争

の
発

生
の
た
め
、
広
東

へ
帰

れ
ず

、
北
洋
海
軍

と
共
同
作
戦

を
余
儀

な
く
さ
れ
て

い
た
。
威
海
衛

の
北

龍

洋
海
轟

下
の
吉

が
・
羅

し
董

使
を
希
望
す
る
も
の
が
な
い
の
で
・
奮
然
身
を
挺
し
て
使
命
藁

k

名
士戸
を
博
し
た
・

日

日
露
戦
争

に
際

し
、
海
容
艦

長
と
し
て
、
清

国
の
中

立
維
持

に
当
り
、
芝
果

で
自
沈

の
ラ

ス
ト

ロ
ブ

ヌ
イ
乗

組
の
海

軍
士
官

を
収
容
し
た
。
露
国
領

事

が
夜
食

に
士
官

を
招
待

せ
ん
と
す
る
に
際

し
、
上

陸
を
認

め
ず
、
露

国
領
事
自

か
ら
依
頼

す
る
に
及
び
、

こ
れ
を
許

す
が
、
帰
艦
時
刻

を
、
各

人
か

ら
約
束

さ
せ
て
違
反

し
な

い
旨
の
誓
約
書

を
徴

し
た
の
で
、
露
国
士
官

は
、

こ
れ
を
甘
受

で
き
ず
、

上
陸
を
断
念
し
た
。
両
交
戦
国

に
対
し
、

と
も
す

れ
ば
卑

屈
で
あ

っ
た
清
国

で
、

か
か
る
厳
格

な
取
締

が
伝
え
ら

れ
、
清
国
人

が
大

い
に
称
賛
し

た
と

云
う
。
後

に
艦
隊
司
令
長
官

に
任
じ
ら
れ
た
。

革
命

の
後
、
南
京
臨
時
政
府

が
成

立
す

る
と
、
海
軍
総
長
に
任
じ
ら

れ
た
。
ま
た

民
国
五
年

六
月
段
祓
瑞
内
閣

の
海
軍
総
長
と
な

っ
た

が
、

民
国
六

年
六
月
海
軍
総

司
令

と
な
り
、
段
内
閣

に
反
対

し
、
第

一
艦
隊

を
率

い
、
広
東
省

へ
航
し
、
孫
文
と
行
動
を
共

に
せ
ん
と
し
た
。
し

か
し
間
も
な
く
孫

文
と
離
反
し
、
陸
栄
廷

と
款
を
通
じ
た

の
で
あ

っ
た
。
広
東
に
在
り
、
民
国
七
年

二
月

二
十
六
日
広
東
城
で
、
刺
客
に
暗
殺
さ
れ
た
が
、
犯
人
は
竜
光

派

で
あ

っ
た
と

云
わ

れ
て
い
る
。

有
賀
長
雄

『
日
清
戦
役
国
際
法
論
』

に
よ
る
と
、
広
丙
号
に
関
し
、
南
洋
艦

隊
よ
り
借
揚
げ

ら
れ
、

北
洋
艦

隊
に
加

わ

っ
て

い
た
砲
艦
と
記
さ
れ
て

7



い
る
が
、
「南
洋
艦
隊
」
は
、
「広
東
水
師
」
の
誤
り
で
あ
る
。
(頁
二
八
九
)

8

(11
)

丁
汝
昌
名
義
の
請
降
書
は
、
原
書
は
漢
文
で
あ
る
が
、
次
の
内
容
で
あ

っ
た
ゆ

「本
提
督
初
ハ
飽
マ
デ
決
戦
シ
テ
艦
沈
ミ
人
尽
キ
而
シ
テ
後
巳
マ
ン
ト
思
ヒ
タ
リ
シ
モ
今
や
生
霊
ヲ
保
全
セ
ン
ト
欲
シ
休
戦
ヲ
請
ヒ
現
二
劉
公
島
二

在
ル
艦
船
及
劉
公
島
蚊
二
砲
台

.
兵
器
ヲ
貴
国
二
献
ゼ
ン
ト
ス

因
テ
内
外
海
陸
職
員
、
兵
勇
、
人
民
等
ノ
生
命
ヲ
傷
害
ス
ル
コ
ト
無
ク
且
ツ
其

ノ
島
ヲ
去
り
帰
郷
ヲ
許
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
ス
ル
所
ナ
リ

若
シ
此
等
諸
件
承
允
セ
ラ
ル
ル
ニ
於
テ
ハ
英
国
艦
隊
司
令
長
官
ヲ
以
テ
証
人
ト
為
ス
ベ
シ
」

本
文
の
英
国
艦
隊
司
令
長
官

(英
国
水
師
提
督
)
と
称
せ
ら
れ
る
人
物
は
、
清
国
北
洋
海
軍

の
御
雇
外
国
人

(馬
格
縁
)
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ル
ー
ル

(旨Oず
昌
竃
OO
一億『O)
提
督
で
あ
っ
て
、
軍
使
が
丁
汝
昌
の
自
殺
を
報
告
し
た
折
、
後
事
を
託
さ
れ
た
と
云
う
英
国
人
で
あ

っ
た
。

服降衛

二

降
服
条
件

の
決
定

繭靴

聯
合
艦
隊
伊
東
司
令
長
官
と
し
て
も
、
丁
汝
昌
提
督
が
既
に
自
殺
し
て
い
た
こ
と
な
ど
全
く
知
る
由
も
な
く
・
所
謂
丁
汝
昌
の
請
降
書
に
対

戦晒

す
る
回
答
を
検
討
す
る
に
い
た
り
、
ま
た
陸
上
砲
台
指
揮
官
豊
島
陽
蔵
陸
軍
砲
兵
中
佐

へ
対
し
、
次
の
通
知
を
送

っ
た
。
(
12
)

「
ロバ今
清
国
艦
隊
提
督
ヨ
リ
士
官
ヲ
本
艦

二
道
シ
対
談
中

二
付
砲
台
ヨ
リ
ノ
砲
撃

ハ
何
分
ノ
儀
申
進
候
迄
御
中
止
相
成
度

将
タ
又
本
件
砲
撃
中

止
ノ
儀
西
口
砲
台

ヘ
モ
御
通
知
和
成
度
候
也
」

伊
東
司
令
長
官
の
案
と
し
て
は
、
清
国
将
校
、
将
校
相
当
官
、
御
雇
外
国
人
を
、
日
本
軍
の
捕
虜
と
し
、
下
士
以
下

の
兵
員
を
、
誓
約

の
上

で
解
放
さ
せ
る
意
見
を
有
し
て
い
た
。
し
か
る
に
軍
使
程
艦
長
の
言
明
に
よ
る
と
、
捕
虜
の
待
遇
を
受
け
る
な
ら
、
丁
提
督
以
下
、
現
存
す
る

軍
艦
、
兵
器
を
、
総
て
破
壊
し
た
後
、
無
条
件
降
服
に
応
ず
る
覚
悟
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
、
伊
東
司
令
長
官
と
し

て
も
、
か
か
る
言
葉
を

)　

信
じ
、
速
や
か
に
港
内
を
開
放
し
、
艦
船

.
兵
器
の
引
渡
を
受
け
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

か
く
て
英
文

の
書
翰
を
起
草
し
、
請

(



隆
替
の
提
出
条
件
中
、
英
国
水
師
提
督
を
保
証
人
と
す
る
件
を
除
き
、
他
の
条
件
を
悉
く
許
容
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
ま
た
、
丁
汝
昌
自
身
が

)　

不
快

で
あ
る
と
聞
き
、
・シ
ャ
ン
パ
ン
、
葡
萄
酒
、
露
柿
を
見
舞
と
し
て
軍
使

へ
託
贈
し
た
。
伊
東
司
令
長
官
は
、
英
文
書
翰
中
、
明
日
午
前
十

(

時
迄
の
回
答
を
求
め
た
の
で
あ

っ
た
。

か
よ
う
に
伊
東
司
令
長
官
は
、
第
二
軍
の
意
見
を
聞
く
時
間
が
な
く
、
専
断
し
た
が
、
更
に
必
要
な
降

服
手
続
十
箇
条
に
関
し
、
打
合
せ
を
行

っ
た
。
(
13
)

二
月
十
三
日
午
前
八
時
三
十
分
、
清
国
軍
艦
鎮
中
が
、
再
び
橋
に
白
旗
を
掲
げ
、
且
つ
半
旗
を
掲
げ
、
旗
艦
松
島

へ
到
着
し
た
。

程
軍
使
は
、
丁
提
督

の
書
翰
を
呈
し
、
伊
東
司
令
長
官
が
、
書
翰
を
閲
了
す
る
の
を
待
ち
、
更
に
容
を
改
め
、
愴
然
と
し
て
、
丁
汝
昌
の
喪

ロ陶

を
発
表

し
た
。
即
ち
丁
提
督
は
、
書
翰
を
読
ん
で
、
大
い
に
感
激
し
、
直
ち
に
こ
の
答
書
を
記
し
、
後
事
を
英
国
水
師
提
督

へ
託
し
た
旨
、
李

衛海

鴻
章

へ
報
じ
た
電
文
を
草
し
、
し
か
る
後
毒
を
飲
ん
で
自
殺
し
た
と
言
明
し
た
。
(
14
)

威靴

威
海
衛
海
軍
の
官
等
の
順
序
よ
り
す
れ
ば
、
丁
汝
昌
が
海
軍
大
将
、

ま
た
後
事
を

託
さ
れ
た
筈

の
英
国
人

マ
ッ
ク

ル
ー

ル

(一。
げ
昌

ζ
。

灘

9
量

が
海
軍
中
将
で
あ

・
て
・
本
来
な
ら
丁
汝
昌
の
後
を
受
け
て
北
洋
輩

を
指
揮
す
べ
き
地
位
で
・
軍
使
の
説
明

で
も
提

督
自
身
も
・

日

こ
の
英
国
人
に
後
事
を
託
し
た
と
云
う
。
し
か
も
本
人
は
、
清
国
人
で
な
く
、
外
国
人
で
、
艦
隊
を
代
表
し
、
降
服
の
談
判
を
な
す
権
限
と
資

格
が
疑

わ
し
く
、
ま
た
談
判
が
纏

っ
た
と
し
て
も
、
降
服
を
実
施
す
る
実
力
が
あ
る
か
疑
問
と
さ
れ
て
い
た
。

伊
東

司
令
長
官
と
し
て
は
、
丁
汝
昌
の
死
を
悲
し
み
、
艦
船
、
兵
器
、
砲
台
の
引
渡
し
を
、
希
望
の
ご
と
く
、
一
一月
十
六
日
迄
延
期
す
る
を

認
め
、
「英
国
水
師
提
督
」
宛
で
は
な
く
、
「清
国
艦
隊
ヲ
代
表

ス
ル
士
官
」
宛
の
書
翰
を
送
り
、
書
翰
中
に
も
、
降
服
談
判
手
続
の
任
に
当
る

士
官
は
、
清
国
人
で
あ

っ
て
、
外
国
人
た
る
を
望
ま
な
い
旨
を
、
表
明
す
る
に
い
た

っ
た
。
二
月
十
三
日
午
後
六
時
を
期
し
、
艦
隊
の
代
表
者

を
、
旗

艦
松
島

へ
出
頭
を
求
め
る
に
い
た
り
、
軍
使
は
、
午
前
十

一
時
威
海
衛

へ
還

っ
た
。
(
15
)

9



在
威

海
衛
清
国
海
陸
軍
代
表
者
と
し
て
、
旗
艦

へ
出
頭
し
た
の
は
、
劉
公
島
道
台
牛
殺
晒
で
あ

っ
た
。
伊
東
司
令
長
官
は
、
予
め
準
備
し
て

01

あ

っ
た
降
服
手
続
書
に
拠
り
、
談
判
を
開
い
た
。
(
16
)

第

一
条
の
丁
汝
昌
以
下
要
職
士
官
の
出
頭
は
、
牛
追
台
の
来
艦
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
。
第
二
条
降
服
名
簿
の
提
出
も
、
直
に
承
諾
決
定
さ

れ
た
。
第
三
条
士
官
以
上
の
日
清
戦
争

へ
不
参
加
の
宣
誓
は
、
牛
追
台
が
、
実
行
困
難
と
述
べ
た
が
、
伊
東
長
官
か
ら
宣
誓
せ
ざ
る
者
は
、
悉

く
捕
虜
と
す
る
外
な
し
と
言
明
さ
れ
、
寛
に
応
諾
し
た
。
第
四
条
劉
公
島
陸
兵
を
解
放
迄
、

一
処
に
集
め
、
妄
に
外
出
を
禁
ず
る
件
は
、
牛
道

台
が
、
陸
兵
が
放
騨
で
、
統
御
の
困
難
を
述
べ
、
削
除
を
切
願
し
、
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
て
い
た
。
陸
軍
所
要
の
兵
器

・
弾
薬
を
、

一
処
に
収
集

　附

す
る
件
も
、
同

一
の
理
由
か
ら
実
施
困
難
と
し
、
現
在
の
場
所

へ
据
置
き
、
所
在
を
通
報
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。
第
五
条
の
軍
艦
、
砲
台

衛繭

交
付
の
た
め
の
委
員
の
任
命
は
、
直
ち
に
承
諾
決
定
し
た
.

と争

第
六
条
の
清
国
士
官
及
び
外
国
人
の
護
送
の
場
所
及
び
順
序
の
協
議
は
、
容
易
に
意
見
が

一
致
し
な
か

っ
た
。
即
ち
解
放
の
陸
海
軍
人
の
士

戦清

官
は
、

一
部
が
陸
路
の
帰
国
を
望
み
、
こ
れ
に
は
日
本
軍
占
領
地
通
過
が
容
易
で
な
か

っ
た
。

一
部

の
海
路
の
帰
国
者

は
、
輸
送
す
る
艦
船
の

日

処
置
が
困
難
で
あ

っ
た
。
牛
追
台
か
ら
は
、
陸
路
帰
郷
者

の
日
本
戦
線
内
自
由
通
過
を
求
め
た
が
、
陸
軍

の
伊
地
知
参
謀
副
長
が
反
対
し
、
二

月
十
四
日
午
後
五
時
よ
り
竹
島
村
に
上
陸

の
上
、
翌
日
戦
線
外
に
護
送
解
放
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
海
路
の
解
放
者

に
関
し
、
牛
追
台
は
、

芝
　
の
指
定
を
求
め
た
が
、
同
地
は
敵
地
で
、
日
本
国
旗
を
掲
げ
る
艦
船
に
対
し
、
芝
　
砲
台
か
ら
射
撃
を
受
け
る
危
険

が
あ
り
、
且
つ
外
国

人
居
留
地

へ
清
国
兵
士
を
上
陸
さ
せ
る
点
で
、
中
立
諸
国
か
ら
抗
議
を
受
け
る
と
し
、
伊
東
長
官
が
反
対
し
た
。
ま
た
伊

東
長
官
か
ら
芝
　
附

近
の
養
馬
島
附
近
上
陸
を
提
案
し
、
明
日
の
討
議
に
附
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

0)1

第
七
条
解
放
士
官
及
び
外
国
人
の
携
行
物
品
も
、
私
有
動
産
に
限
り
、
必
要
の
場
合
に
点
検
を
行
う
件
は
、
種
々
質
疑

の
上
、
承
諾
決
定
し

(



た
。

)11

第
八
条
劉
公
島

の
土
着
の
人
民
の
在
留
勧
告
の
件
も
、
承
諾
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
第
九
条
の
二
月
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
劉
公
島
の
砲
台

(

及
び
兵
器
収
容
の
た
め
日
本
軍
隊
を
上
陸
さ
せ
、
数
艘
の
日
本
軍
艦
を
港
内
に
入
れ
る
件
に
対
し
、
牛
道
台
か
ら
は
抗
弁
し
な
い
が
、
在
島
の

海
陸
兵
士
の
恐
怖
か
ら
の
騒
擾
を
案
じ
、
軍
艦
入
港
を
、
で
き
る
だ
け
延
期
し
て
欲
し
い
と
請
求
し
た
。
約
束
本
文
は
改

め
ず
、
事
情
を
酌
量

し
、
軍
艦
入
港
を
猶
予
す
る
が
、
も
し
必
要
の
際
に
は
、
入
港
す
る
権
利
を
定
め
た
。
水
兵
に
し
て
、
陸
路
帰
郷
の
希
望
者
に
対
し
て
も
、
二

月
十
五
日
正
午
か
ら
陸
兵
同
様
に
、
竹
島
よ
り
上
陸
せ
し
め
る
旨
の

一
項
を
加
え
た
。

服降

第
十
条
の
港
内
外
の
水
雷
の
始
末
も
、
現
地
で
、
作
業
が
目
下
困
難
で
あ
る
し
、
ま
た
敷
設
の
図
面
提
出
は
、
他

の
書
類
と
と
も
に
丁
提
督

衛麟

の
命
ム¶
を
も

.
て
焼
棄
し
た
た
め
、
削
除
と
決
し
た
。
ま
た
牛
追
ム・
か
ら
、
劉
公
島
の
老
幼
婦
女
等
の
非
戦
闘
員
の
・ン
.
ン
ク
に
依
る
移
動
を

と争

質
問
し
、
二
月
十
五
日
朝
か
ら
検
査
の
上
、
出
港
を
許
す
約
束
を
追
加
し
た
。

戦清

二
月
十
四
日
午
後
二
時
、
談
判
を
再
会
し
、
牛
追
台
は
、
陸
路
護
送
解
放
を
、
清
国
兵
勇
が
非
常
に
恐
怖
し
、
騒
擾
す

る
と
訴
え
、
全
部
海

目

路
護
送

に
変
更
を
求
め
、
伊
東
司
令
長
官
が
拒
否
し
た
。
ま
た
懸
案
の
降
服
兵
士
の
上
陸
地
も
、
司
令
長
官
が
、
格
別
の
好
意
で
、
丁
汝
昌
提

督

の
枢

を
載
せ
る
た
め
元
運
送
船
康
済
号
の
捕
獲
を
免
じ
、
解
放
士
官
以
下
が
、

同
船
に
便
乗
す
る
こ
と
を
許
し
て
解
決

さ
れ
た
。

ま

た

将

来
、
敵
対
行
動
を
禁
じ
、
違
反
す
れ
ば
、
降
服
談
判
を
無
効
と
す
る
の

一
条
を
加
え
た
。
(
17
)

二
月
十
五
日
暴
風
の
た
め
、
諸
艦
が
難
を
避
け
、
多
く
は
栄
城
湾

へ
の
碇
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
当
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
降
服
手
続

の
訂

約
条
項

の
調
印
も
、
到
底
実
施

で
き
な
か

っ
た
。

11

二
月
十
六
日
午
前
九
時
、
康
済
号
に
乗

っ
た
程
艦
長
は
、
伊
東
長
官
に
対
し
、
昨
日
暴
風
の
た
め
出
港

で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
謝
し
、
劉
公



島
在
兵
員
名
簿
、
宣
誓
書
を
提
出
し
、
半
道
台
の
伝
言
と
し
で
、
日
本
艦
隊
の
港
内
進
出
を
明
日
迄
延
期
を
求
め
た
。
(
18
)

12

更
に
調
印
済
の
降
服
訂
約
書
の
外
、
書
翰
を
呈
し
た
。
即
ち
二
月
十
六
日
牛
追
台
よ
り
伊
東
司
令
長
官
宛
、
次
の
内
容

の
漢
文
の
書
翰
を
送

り
、
広
東
水
師
所
属
の
広
丙
号
の
返
還
を
歎
願
し
た
。
(
19
)

「謹
デ
再
啓

ス

軍
艦

広
丙

ハ
原
ト
広
東

二
属
シ
去
年
春
間
李
大
学
士
艦
隊
検
閲

ノ
時
例

二
循
ヒ
広
甲
、
広
乙
ノ
両
艦
ト
与

二
艦
隊
運
動
参
列
ノ
為

二
北
洋

二

来
リ
運
動
ヲ
畢
レ
バ
即
時
広
東

二
帰
航

ス
ベ
キ
ニ
両
国
事
ア
ル
因
り
暫
ク
北
洋

二
留
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

　陶

然

ル
ニ
広
甲
、
広
乙
ノ
両
艦

八
日
二
沈
壌
シ
広
東
軍
艦
三
隻
ヲ
余
ス
ノ
ミ
今
回
ノ
戦
争

ハ
原
ト
広
東

二
関
セ
ザ

ル
三
芳

シ
此
ノ
三
隻
ヲ
シ
テ

衛繭

全
。
烏
有

二
帰
セ
シ
メ
バ
両
広
馨

二
対
シ
テ
陳
謝
ス
ペ
・
辞
モ
ナ
ク
程
艦
長
モ
顔

ノ
其
ノ
上
官
ヲ
見

ル
ナ
シ
因
テ
鑛

シ
テ
閣
下
・
細
情

靴

ヲ
洞
察
シ
広
丙
ヲ
程
艦
長

二
還
付
シ
広
東

二
帰
航
セ
シ
メ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
講
フ
再
ビ
今
回
ノ
戦
闘

二
干
与

ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
ム
ベ
シ
若
シ

戦清

然
ル
ヲ
得
ズ

ン
バ
艦
内
ノ
備
砲

ヲ
閣
下

二
交
納
シ
ロハ
空
艦

ヲ
程
艦
長

二
交
付

セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
為

シ
脚
力
面
目
ヲ
施
サ

シ
メ
バ
亦
両
広
総
督

日
.

ニ
モ
謝

ス
ル
ヲ
得

ペ
キ
ナ
リ

願
ク

ハ
閣
下
ノ
情
ヲ
推

シ
允
許
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
其
ノ
徳

二
感
ズ
ル
無
量
ナ
ラ
ン
伏

シ
テ
石
音
ヲ
望

ム
」

北
洋
海
軍
の
関
係
者
が
、
公
式
に
今
回
の
戦
争
が
、
広
東
省
と
関
係
が
な
い
と
言
明
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
日
清
戦
争
が
、
大
清
帝
国

と
大
日
本
帝
国
と
の
交
戦
で
あ
る
な
ら
ば
、
戦
火
が
地
方

へ
波
及
し
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
清
国
の
広
東
省
や
広
西
省
が
、
戦
争
と
は
無
関
係

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
筈

で
あ
る
。

.

)12

伊
東

司
令
長
官
と
し
て
は
、
か
か
る
嘆
願
に
同
情
し
て
も
、
広
丙
号
を
返
還
で
き
な
か

っ
た
が
、
漢
文
二
通
の
書
翰
を
牛
追
台

へ
送
り
、
程

(



艦
長

を
推
薦
し
た
。
(
20
)

ψ

.

)13

「牛
大
人
閣
下

二
寄
ス

(

昨
日

ハ
貴
書
ヲ
拝
見
シ
テ
芳
意
ヲ
承
知
セ
リ
然

ル
処
威
海
衛

二
在
ル
広
丙
等

ノ
軍
艦
名
簿

ハ
既

二
我
皇
帝
陛
下

へ
上
奏
シ
タ
ル
以
テ
今
日
変

動

ス
ル
ヲ
得
ズ

併

シ
程
氏

ハ
身
ヲ
以
テ
難
局

二
当
リ
公
務

二
尽
力
シ
実

二
称
誉
ス
ベ
キ
人
ナ
リ
ト
為
ス
今
般
故
丁
提
督
ノ
霊
枢
ヲ
送
致
ス
ル
為
メ
康
済

一
艘

ヲ
譲
与
セ
シ
ニ
因
リ
程
氏
ヲ
シ
テ
其
ノ
船
長

二
任
命
セ
ラ
レ
ナ
バ
程
氏
モ
亦
閣
下

ノ
厚
意

二
感
ジ

一
挙
両
得
ナ
ラ
ン

ロ陶

本
官
之
ヲ
切
望
ス
ル
ノ
余
り
夜
警
ヲ
兼
ネ
テ
妓

二
告
ゲ
併
テ
起
居
ヲ
伺
フ
」

醜

か
く
て
程
氏
は
・
康
済
号
の
船
長
に
推
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
曳

降
服
訂
約
に
関
す
る
覆

と
し
て
の
斡
施
の
功
労

が
証
盟

れ
る
こ
と
に

威靴

な

・
た
。

戦清

「牛
大
人
閣
下
披
見
ヲ
請
フ

日

此
度
両
国
威
海
衛
地
方

二
於
テ
海
陸
交
戦
ノ
所
貴
国
ノ
陸
兵

ハ
防
守
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
シ
テ
敗
走

シ
海
軍
ノ
ミ

ハ
孤
島

ヲ
拒
守

シ
テ
久

シ
ク

防
戦

シ
孤
立
応
援
ナ
キ
為
メ
已
ヲ
得
ズ
漸
次
重
囲
中

二
陥
レ
リ

丁
提
督

ハ
形
勢
ノ
利
ア
ラ
ザ

ル
ヲ
察
知
シ
程
壁
光
ヲ
使
者
ト
為
シ
書
ヲ
以
テ
降
服
ヲ
乞

ヘ
リ
其

ノ
応
答

ノ
未
ダ
終
結

セ
ザ
ル
ニ
提
督

ハ
書

ヲ

遺

シ
テ
自
殺
セ
リ
実

二
痛
惜

二
堪

ヘ
ズ

閣
下

ハ
其
ノ
後
事
ヲ
担
当
シ
程
氏

ハ
之
ヲ
智
助
シ
テ
最
モ
熱
心

二
其
ノ
事
件
ヲ
周
旋

シ
彼
此
ノ
公
誼
ヲ
完
了
セ
リ
本
官

ハ
親

シ
ク
程
氏
ノ
公

13

務

二
鞍
掌
セ
シ
コ
ト
ヲ
実
見
セ
ル
ヲ
以
テ
特

二
弦

二
表
明
ス
」



威
海
衛
の
戦
闘
に
限
ら
ず
、
牛
追
台
に
し
て
も
、
ま
た
程
艦
長
に
し
て
も
、
今
次
の
戦
争
が
、
北
洋
陸
海
軍
と
日
本
陸
海
軍
の
戦
い
で
あ
る

41

と
信
じ
、
広
東
水
師
、
南
洋
艦
隊
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
広
甲
、
広
乙
、
広
丙
の
こ
と
き
、
艦
隊
検
閲
の
後
、
戦
争
に
巻
込
れ
た
の
で
あ
る
と

解

し

て

い
た

。

二
月
十
七
日
午
前
、
日
本
艦
隊
が
、
相
前
後
し
て
西
口
よ
り
威
海
衛
軍
港
に
入

っ
た
。
中
山
指
揮
官
の
聯
合
陸
戦
隊

が
、
劉
公
島

へ
上
陸
し

同
所

の
海
軍
公
署
を
本
部
と
し
、
山
頂
の
信
号
台

へ
国
旗
を
掲
げ
さ
せ
、
同
地
の
官
衙
蛇
に
官
有
物
品
を
領
収
し
た
。
ま
た
鎮
遠
以
下
の
各
艦

の
収

容

を

命

じ

、

そ

の
手

続

を

終

り

、

回

航

委

員

を
任

命

し

、

鎮

遠

を

旅

順

へ
、

済

遠

、

平

遠

、

広

丙

は

、

日

本

内

地

へ
回

航

さ

せ
、

砲

艦

六

ロ糊

隻

を

、

暫

く

威

海

衛

へ
留

め
、

諸

般

の
雑

役

に
使

用

さ

せ
る

こ

と

に

な

一、
た

。

(
21
)

南海

(
12
)

丁
汝
昌
の
請
降
書

(
乞
降
書
)
に
対
し
、
伊
東
司
令
長
官

は
、
相
浦
西
海
艦
隊
司
令
長
官

、
鮫
島

常
備
艦

隊
司
令
長
官
、
以
下
各

幕
僚
を
召
集
し

て

威と

検
討
し
た
。

瀞

伊
東
司
令
書

は
、
第
二
軍
司
令
部
へ
も
請
降
書
写
を
送
り
、
陸
軍
側
の
意
見
を
求
め
ん
と
し
た
が
、
伊
地
知
参
謀
副
長
、
有
賀
需

の
到
着
が
遅

清

延
し
た
た
め
、
原
書

英
文

の
丁
汝

昌
宛

の
書
翰

を
、
独

断
で
、
起
草

す
る
を
要

す
る
に

い
た

っ
た
。

日

(
13
)

伊

東
司
令
長
官
よ
り
大
山
第

二
軍

司
令
官
宛

の
電
報

に
、
次

の
ご
と
く
報

じ
て

い
た
。

「
初

ハ
将

校
以
上

ノ
ミ
ヲ
戦
時

公
法

通
リ
取
押

へ
兵
卒

ハ
特
別

ヲ
以

テ
誓
約

セ
シ
メ
タ

ル
上
解
放

ス
ル
コ
ト

ニ
決

シ
返
書

ヲ
作

り

シ
が
後

チ

ニ
軍
使

ノ
ロ
上

ニ
テ
若

シ
日
本

へ
送
ラ

ル
ル
ナ
ラ
バ
総

テ
モ

ノ
ヲ
破
壊

ス
ル
覚
悟

ナ
リ
ト
ノ
事

ヲ
聞
キ
遂

二
彼

ノ
希
望

ヲ
許

シ
且

ツ
適
宜

ノ
地

へ
我
船

ニ

テ
送
り
届
ケ
遣

ス
ペ
キ
が
故

二
速

二
湾
内

ヲ
開
放

シ
我

二
交
付

ス
ペ
シ
明

日
午
前
十
時

マ
デ
更

二
可
否

ノ
返
答

ア

ル
ペ
シ
ト
ノ
書

面
ヲ
英
文

二
認

メ
軍
使

二
與

ヘ
タ
リ
」

将
校

以
上
を
捕
虜

と
す
る
案

を
、
撤

回
さ
せ
た
の
は
、
軍
使

の
大
成
功

で
あ

っ
た
。
当
時

、
聯
合
艦

隊
と
し
て
も

、
清
国

の
陸
軍
将
校

が
概

ね
怯
儒

な
の
に
反
し
、
海
軍
将
校

が
勇
壮

且

つ
名
分
を
重

ん
じ

、
も
し
請
求

を
峻
拒
し

た
ら
、
あ

る
い
は
自

ら
艦
船

を
爆
沈
し

、
運
命

を
共
に
す
る
か
と
案

じ

)

た
と
も

云
う
。

14

伊
東

司
令
長
官

の
丁
汝
昌
宛

の
書
翰

は
、
英
文

で
あ
る
が
、

以
下

の
内
容

が
あ
り
、
明
朝
十
時
迄

の
回
答

を
求

め
、
英
国

水
師
提
督

を
証
人

と
す

る

(



点
を
辞
退
し
た
、

　

「
就

テ

ハ
小
官

ハ
明

日
御
所
有

の
軍
艦
、
砲
台
、
其
他

一
切
ノ
軍
器
請
取
可
申
候
尤

モ
時
刻
等

ノ
細
件

二
至

テ

ハ
明

日
小
官

が
此

ノ
書
面

ノ
御
確
答

15

ア
ル
時

二
於

テ
貴
官

ト
御
協
議
致

シ
度
候

(

前
頭
軍
器

一
切
御
引
渡
済

ノ
上

ハ
小
官

ハ
我
軍
艦

ノ

一
艘

ヲ
以

テ
貴
官
以
下
御
書
面

二
記
載

シ
ア

ル
諸
人

ヲ
警
衛

シ
箋
方

二
便
宜

ナ

ル
場
所

マ
デ

送

り
届

ケ
可
申
心
得

二
有
之
候
」

一
説

に
よ

る
と
、
原
書

が
日
本
文

で
記
さ

れ
、
英
訳
文
を
添
え
た
も

の
と
云
わ
れ

て
い
る

が
、
海
軍
戦
史

に

「
原
書
英
文
」
と
明
記

さ
れ
、
ま
た

陸

軍
戦
史

に
も

「
原
書
英
文
」

と
記

し
、
英
文

で
あ

っ
た
。
現
に
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
文

が
、
同

一
で
な
い
の
も
、
そ

の
た
め
で
あ

る
。

(
14
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(頁

一
=

九
i

二
一
一〇
)

艮

丁
汝

昌
が
、
自
殺

す
る
直
前

、
起
草

し
た
と
称
す

る
原
書
漢
文

の
答
書
中
、
次

の
内
容

が
あ

っ
た
と

さ
れ
て

い
る
。

　降

「
覆

翰

二
拠

レ
パ
明

日
兵

器
、
砲
台

、
艦
船

ヲ
交
付

ス
ベ
シ
ト
約

セ
ラ

ル
ル
モ
日
時

太
ダ
切
迫
兵
勇

ノ
武
装

ヲ
解
納

シ
荷
物

ヲ
収
納

ス
ル
ニ
精

々
時

醜

聞
・
要
・
不
及
・
虞
・
ル
・
以
・
期
限
莚

べ
清
暦
正
月
二
+
言

・
リ
閣
下
港
内
・
入
り
日
ヲ
分
チ
・
劉
公
島
砲
台
・
兵
器
並
・
現
在
余
・
所

威

ノ
艦
船

ヲ
収
メ
ラ

ン
コ
ト
ヲ
請

フ
」

と争

清

暦
正
月

二
十

二
日
と
は
、
洋

暦

二
月
十
六
日
で
あ

っ
た
。
軍
使

に
よ
る
と
、
護
軍

統
領

張
文
宣

、
北
洋

海
軍
総
丘
ハ劉
歩
婚

も
、
こ
れ
に
殉
じ
た
と

灘

云
い
・
鎖
車
の
叢

は
提

督
に
弔
意
裏

す
・
た
め
と
至

か
く
蛋

使
に
・
ぞ

・
丁
汝
昌
提
督
の
喪
が
正
式
に
発
表
さ
れ
・
に
い
た
・
た
・

日

(15
)

海
軍
軍
令
部
編

『廿
七
・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(頁
二
二
ー
-

二
二
二
)

伊

東
長
官

の
威
海
衛
清
国
艦
隊
を
代
表

す
る
士
官

宛

の
書

翰

(
原
書

英
文
)

「
軍
艦
、
砲
台
、
其
他
軍
器
引
渡
方
清
暦

一
月

二
十

二
日
迄
猶
予

ノ
義
御
申
越

相
成
候

二
就

テ

ハ
左

ノ
条
件

ヲ
以

テ
承
諾
可
致
候
此

ノ
条
件

ハ
或
責

任

ノ
清
国
士
官
本

日
午
後
六
時

ヲ
期

シ
テ
我
旗
艦

二
来

リ
右
軍
艦
、
砲
台
、
其

他
軍
器
引
渡
方

並

二
清
国
人
及
外
国
人

ヲ
威
海
衛

ヨ
リ
放
遣

ス
ル

コ
ト

ニ
就

キ
数
項

ノ
条
約

ヲ
確
実

二
取
結

ブ
ペ
キ
義

二
有
之
候

」

(
16
)

海
軍
軍
令
部

編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(頁

二
二
三
一

二
=
=

)

丁
汝

昌
の
自
殺
を
、
伊
東
司
令
長
官
よ
り
各
艦

へ
報
じ
、
弔
意
を
表
す
た
め
、
儀
式

の
外
、
奏
楽
を
禁
じ
た
。

(
17
)

海
軍
軍
令
部

編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(頁

二
三

一
-

二
三
五
)

ら

(
18
)

既

に
程
艦

長
は
、
名
簿

及
び

宣
誓
書

を
提
出

の
折
、
自
分

は
広
東
水
師
出
身

で
あ

っ
て
、
空
手

で
帰
れ
ば
、
処
罰
さ

れ
る
慮

れ
が
あ

る
と

云
い
、
広

1



丙

一
艦

の
み
を
還
付

さ
れ
た

い
と
嘆
願
し

た
と
云
う

が
、
戦
利

品
を
簡
単

に
返
還
す

る
こ
と

は
許
さ
れ
な

か

っ
た
。

　

(
19
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(頁

二
四

一
i

二
四

二
)

1

(
20
)

海
軍
軍
令
部
編

『
廿
七

・
八
年
海
戦
史
』
下
巻

(
頁

二
四

ニ
ー

二
四
四
)

(
21
)

威
海
衛

の
降
服

に
際
し
、
伊
東
司
令
長
官

は
、
清
国
陸
海
軍
代
表
牛
追
台
と
交
渉
し
、
降
服
訂
約
書
を
徴
し
、
砲
台
、
艦

船
、
兵
器
、
官
衙
、
倉
庫

等

の
官
有
物
を
収

め
、
兵
器
を
撤
し
た
康
済
号

の
み
を
還
付
し
、
提
督
の
遺

体
と
兵
士
を
載

せ
、
送

ら
せ
た
。
ま
た
数

千
の
兵
勇
、
水
兵
は
、
宣
誓

の

上
、
武
装
を
解
き
、

こ
れ
を
芝
　
、
威
海
衛
西
岸

で
解
放
す
る
に

い
た

っ
た
。
劉
公
島
土
着

の
人
民
に
は
、
引

続
き
居
住
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。

艮

結

語

醐繭

北
洋
水
師
提
督
丁
汝
・日
は
、
既
に
自
殺
し
て
、
ま
た
幹
部
の
多
く
が
死
亡
し
、
鷹
下
の
士
官
が
、

露

し
て
薯

を

希
望
す
薯

と
て
な

と争

く
、

北
洋
海
軍
以
外
の
広
丙
艦
長
程
壁
光
が
、
提
督
の
喪
を
秘
し
、
奮
然
身
を
挺
し
て
使
命
を
果
し
て
、
名
声
を
博
し
た
。
し
か
し
使
者
自
身

戦晴

と
し
て
は
、
広
東
水
師
所
属
軍
艦
の
掌
捕
免
除
を
、
伊
東
司
令
長
官
と
、
交
渉
せ
ん
と
す
る
目
的
が
あ

.
て
、
機
敏
に
軍
使
を
引
警

た
の
で

あ

っ
た

。

威
海
衛
陸
海
軍
を
代
表
し
、
降
服
談
判
に
従

っ
た
牛
追
台
も
、
武
官
出
身

で
な
く
、
文
官
の
老
行
政
官

で
、
万
国
公
法
を
解
し
な
か

っ
た
。

当
然

の
陸
海
軍
士
官
の
宣
誓
解
放
の
手
続
に
反
対
を
唱
慌
た
。
ま
た
日
本
軍
か
ら
は
、
敵
地
で
、
日
本
艦
船
が
、
芝
　
砲
台

の
砲
火
を
浴
び
る

港
内

へ
、
被
解
放
者

の
輸
送
方
を
固
執
↓
た
。
戦
時
中
、
実
行
不
能
な
日
本
軍
よ
り
敵
の
芝
　
の
清
国
官
衙

へ
電
報
の
発
信
を
求
め
、
同
地
の

清
国
官
船
を
威
海
衛

へ
招
致
し
、
被
解
放
者
を
輸
送
す
る
案
を
、
提
議
し
た
位
で
あ

っ
た
。

)16

威
海
衛

の
降
服
に
際
し
、
牛
追
台
が
伊
東
司
令
長
官
に
対
し
、
広
東
省
が
、
今
次
戦
争
に
関
係
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
広
丙
号
の
還
附
を

(



嘆
願
し
た
。
」こ
の
事
実
に
も
、
清
国
の
関
係
者
が
、
戦
争
自
体
を
、
大
清
帝
国
と
大
日
本
帝
国
と
の
戦
争
と
考
え
ず
(
北
洋
陸
海
軍
と
日
本
陸

)　　

海
軍

の
交
戦
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

の.
て
い
る
。
事
実
、
北
洋
以
外
の
陸
海
軍
が
、
殆
ん
ど
北
洋
を
応
援
し
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
救

U

援
を
計
る
こ
と
す
ら
な
く
、
北
洋
陸
海
軍
の
敗
北
を
、
全
く
傍
観
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

日清戦争と威海衛降服

17


